
 

 

 

 

 

 阿見町・教育委員会では，本郷小学校の児童数急増に 

対応するため，本郷小学校から分離する形で，(仮称)本郷 

地区新小学校の建設を進めています。 

 

◎阿見町立学校再編検討委員会による検討の状況について 

  平成 28 年 11 月 9 日(水)に第 3 回検討委員会を開催し，主に下記の事項について検討を 

 行いました。議事録や資料など，詳細は町の HP をご確認ください。 

 

 (1)指定校の変更について 

  ・現在の通学区域検討の複雑な状況を鑑み，検討委員会の総意として，指定校変更や学校 

   選択制度等を含めて検討するように，教育委員会へ依頼がありました。 

  →教育委員会として，そのご意見を受け止めて具体的な検討をすることとしました。 

    例：・在校生が新小学校の通学区域となった場合，卒業まで本郷小学校へ通学を 

       希望する児童の，指定校の変更を検討する。 

      ・居住地の経過・状況等に配慮して指定校の変更を検討する。 等 

       

 (2)実穀小学校と本郷小学校の統合について 

  ・事務局より，『平成 30 年 4 月に実穀小学校と本郷小学校を統合することで準備を進める』 

   ことが決定したことを報告しました。 

   （※このことは，11 月に実穀小学校・本郷小学校地区の皆様にお知らせしています） 

  ・この状況の変化を受けて，条件整理の議論を行い，地区代表委員の意見を伺ったうえで， 

   学校再編検討委員会としては下記のとおり検討する方針となりました。 

    ◎適正規模の検討，特に 1 学年 2 学級以上の確保ということについては，本郷小の 

     児童数だけでなく，実穀小学校の児童数も含めて検討することとする。 

 

 (3)児童・未就学児数の状況について 

  ・直近の人口増減を含めて，最新の児童・未就学児数の状況，将来推計についてご説明を 

   しました。児童・未就学児数等については，町 HP の資料をご確認ください。 

  ・実穀小学校との統合も含めて検討した場合，小規模校(学年 1 学級)は回避できる推計です。 

  ・一方で，案によっては新小学校が大規模校，あるいは過大規模校となり，教室不足への 

   対応により教育環境が悪化することが想定されます。 

    例：人数が多すぎることに対する教育の問題。行事等も全員で行うことが困難になる。 

      プレハブ校舎増築に係るグラウンド縮小によって運動量減少・内容の制約が生じる。 

      通学区域の再度見直しによる心的負担。 等 

(仮称)本郷地区新小学校の開校に伴う 

通学区域の検討について  
阿見町教育委員会 

学校教育課 新小学校準備室 

TEL：029-888-1111(内線 733) 

第 3 号 



 (4)意見集約票のまとめ及び通学区域の検討について 

  ・各委員が事前に集約してくださった地区ごとの意見を基に，大きく二つの考え方について 

   議論を行いました。 

    ①適正規模を基本とする考え(両校に適正規模を確保する通学区域) 

    ②荒川沖寺子線を基本とする考え(交通安全や立地条件に配慮した通学区域) 

  ・学校再編検討委員会としては，下記に重点を置き検討を進める方針となりました。 

    ◎教室の転用でも対応できない過大規模校(31 学級以上)となってしまうことは， 

     仮設プレハブ校舎の設置や，人数が多すぎることによる教育の問題が懸念されるため， 

     将来的にも過大規模校とならないような考え方が必要。 

    ◎通学路の交通安全，居住地の経過・状況などに配慮して，荒川沖寺子線を基本として 

     通学区域を検討する(案①，②，④)。この場合，新小学校が適正規模を上回る大規模校 

     となることが想定されるが，様々な状況を考慮すると多目的室の転用で対応することも 

     致し方ない。 

    ◎運動場の減少や，教育的影響を考慮すれば増築は避けるべきであり，指定校変更など 

     の対応を含めて検討する。 

 

 (5)その他 

  ・その他として，委員から学校の再編に関するお話しがありましたので，その一部を抜粋して 

   お知らせします。全文については議事録をご確認ください。 

  ◎朝日中校長『統合をする実穀小学校も，分離をする本郷小学校も，それぞれの学校で過ごす 

   最後の一年を充実させ，自信と誇りを持って新しいところに行かせたいと学校側は考えて 

   います』 

  ◎本郷小 PTA 会長『保護者の中には，通学区域の検討は検討委員会に一任という方も 

   少なからずいらっしゃるかと思いますが，新しい学校の PTA 組織や，実穀小学校と本郷小 

   学校が統合した後の PTA 組織については，全ての保護者が関わってくることだと思います。 

   よろしくお願いいたします』 

   

  第 4 回検討委員会は，以上の検討事項に基づき， 

 新小学校が大規模校・過大規模校になってしまうことの 

 デメリット・リスクについて検討を行い，指定校変更や 

 通学区域の選択制度等を含めて具体的な通学区域案の 

 考え方をまとめて行く方針です。 

  1 月中旬を予定しておりますが，日程は決まり次第町 HP にて 

 お知らせします。お手数ですが，詳細は町 HP でご確認ください。 

 

◎阿見町 HP（http://www.town.ami.lg.jp もしくは『阿見町』で検索してください） 

  トップページ『組織から探す』⇒『教育委員会』⇒『学校教育課』 

    ⇒『新小学校準備』⇒『(仮称)本郷地区新小学校の通学区域について』 

  会議の内容や HP に公開している資料などについて，ご不明な点がございましたら担当から 

 ご説明をいたします。お手数ですが教育委員会までお問い合わせください。 


